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京楽ラクプロジェクトについて





•障害の有無，年齢に関わらず，誰もが行きたいところに
行って「楽しめる」まちづくりを考えることを目的としたプ
ロジェクト

→『 「ユニバーサルデザイン」を知ってほしい』をテーマに。

•京都市民の目線として，ユニバーサルデザインをもっと
身近に気軽に学ぶ機会として，多世代間共通で理解で
きる「カルタ」や「すごろく」に着眼。

→京都発(初)の「ユニバーサルデザインすごろく」を作成

→出前講座を京都市内で実施



会議の様子

会議の様子

UDすごろくかるた大会

成果発表会
車椅子ユーザー（当事者）＆

支援者座談会

UDすごろく出前講座



•まち歩き
•ユニバーサルデザイン勉強会
•体験型巨大UDすごろくinきょうと
•バリアフリー勉強会

•車椅子ユーザー（当事者）＆支援
者座談会

•オリジナルUDすごろく考案 他



車いす使用者が利用できる広さや手すりなどに加えて，

オストメイト対応の設備，おむつ替えシート，ベビーチェア

などを備えることで，車いす使用者だけでなく，高齢者，

内部障がい者，

子ども連れなどの

多様な人が

利用可能と

したトイレのこと。



•外出時における衣服の着脱や，重度心身障害児
者の排泄に活用されている。

•多機能トイレの大きさや用途に合わせて，様々な
種類がある。



すべての多機能トイレに設置されていない

→多機能トイレを探すだけではトイレができない

動機：「誰もが一日に一度はトイレに行く。この問題
は決して他人事ではない。自分たちにも何かできる
ことはないか！」

「UDBが無ければ，床で用を足すことに・・・。

雨で濡れていたりすればドロドロにもなる。トイレをする
だけでこんなに惨めな思いをしなければならない」

By重度心身障害者を持つ親



※目的

当事者にとっても，支援者にとってもわかりやすく使いやすい
情報発信をしたいと専門知識を持つ有識者を巻き込み，他に
ないユニバーサルベッド設置場所検索を主に多機能トイレの
情報まとめ，簡単に検索できるツールとしてアプリを考案。

「あったらいいなをカタチにする。」そのためには，身体障害
者や家族の立場から当事者を中心に様々な関係機関と連携
を持ち，お互いの情報を共有し，私たちの暮らす上京区から発
信していく。



フェイスブックしています！↑
https://www.facebook.com/miyako.raku2

UDすごろく出前講座のご依頼,
お問い合わせは
miyako.raku2@gmail.com

京楽ラクプロジェクトまで


